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四
年
毎
の
サ
ッ

カ
ー
欧
州
選
手
権

が
七
月
十
一
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、イ
ギ
リ
ス

北
部
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

保
健
当
局
の
発
表
に
よ
る

と
、試
合
を
観
戦
し
た
り
、関

連
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
人

の
う
ち
六
月
三
十
日
現
在
で

約
二
千
人
が
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
て
い
ま
す
▼
デ
ル
タ
株
の

拡
大
で
一
日
の
感
染
者
が

二
万
人
を
超
え
る
な
ど
、警

戒
が
続
く
英
国
で
は
、感
染

対
策
と
し
て
入
場
す
る
際
、

四
十
八
時
間
以
内
の
簡
易
検

査
で
陰
性
、二
週
間
前
ま
で

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
、あ

る
い
は
感
染
歴
が
あ
る
こ

と
、の
い
ず
れ
か
を
証
明
す

る
書
類
の
提
示
を
求
め
、観

客
数
も
収
容
人
数
の
半
分

の
四
万
五
千
人
に
制
限
し

ま
し
た
が
、感
染
者
の
う
ち

三
百
九
十
七
人
は
ス
タ
ジ
ア

ム
内
の
観
戦
者
。ま
た
周
囲

の
パ
ブ
な
ど
で
応
援
し
た
人

の
中
か
ら
約
九
百
人
の
感
染

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
▼
ス

タ
ジ
ア
ム
に
入
れ
な
か
っ
た

サ
ポ
ー
タ
ー
が
近
く
の
広
場

や
パ
ブ
、自
宅
に
集
ま
っ
て

テ
レ
ビ
で
観
戦
し
て
盛
り
上

が
る
な
ど
、密
集
状
態
だ
っ

た
と
い
い
、無
観
客
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
東
京

五
輪
は
、コ
ロ
ナ
を
克
服
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
▼
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
え
ぐ
庶
民
を
よ
そ

に
国
の
二
〇
年
度
税
収
は

六
〇
・
八
兆
円
に
な
る
見
通

し
。こ
れ
ま
で
最
高
額
だ
っ

た
一
八
年
度
の
六
〇
・
四
兆

円
を
上
回
り
、過
去
最
高
を

更
新
。中
で
も
一
九
年
一
〇

月
に
一
〇
％
へ
増
税
し
た
消

費
税
の
増
収
が
大
き
い
と
み

ら
れ
ま
す
。　
　
（
Ｋ
）

　

大
阪
建
設
労
働
組
合
で
は

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
」

　

賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
を

    

ウ
ェ
ブ
回
答
も
可
能
に

大建労ＬＩＮＥ

仲
間
目
線
で
思
い
く
み
上
げ
て

　

七
月
四
日
（
日
）
ま
ん

延
防
止
重
点
措
置
の
な

か
、
前
年
に
引
き
続
き
あ

ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
て
第

七
十
七
回
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

秋
の
拡
大
﹁
準
備
月
間
﹂
ス
タ
ー
ト

　

仲
間
を
増
や
す
秋
の
組
織
拡
大
月
間
（
９
月
１
日
～
11
月

５
日
）
に
向
け
て
、
７
月
１
日
か
ら
準
備
月
間
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の
取
り
組
み
と

な
り
ま
す
が
、
身
近
に
組
合
未
加
入
の
建
設
労
働
者
の
方
が

い
た
ら
、
支
部
ま
で
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
後
押
し
も
あ
り
入
管
法
改

悪
が
阻
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

超
党
派
で
準
備
し
な
が
ら

今
回
も
提
出
さ
れ
な
か
っ
た

の
が
空
襲
被
害
者
救
済
法

案
。
被
害
者
の
高
齢
化
が
進

む
な
か
、
民
間
人
戦
争
被
害

者
の
救
済
を
め
ざ
し
、
超
党

派
の
議
連
が
要
綱
を
ま
と
め

て
い
ま
し
た
が
、
自
民
党
で

調
整
が
進
ま
な
か
っ
た
も
の

で
す
。

　

秋
の
総
選
挙
に
向
け
て
、

今
年
の
通
常
国
会
で
の
審

議
・
採
決
を
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

◇

　

自
民
・
公
明
両
党
の
賛
成

で
成
立
し
た
二
〇
二
一
年
度

予
算
は
軍
事
費
が
七
年
連
続

で
過
去
最
高
を
更
新
す
る
一

方
、
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
な
ど

は
不
十
分
な
も
の
。

　

共
産
党
と
立
憲
民
主
党




































の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得

し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

機
能
を
通
じ
て
み
な
さ
ん
に

行
事
の
ご
案
内
な
ど
組
合
に

か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提

供
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
使
っ
て
い
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
バ
ー
コ
ー

ド
読
み
取
り
機
能
で
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
右
）
を
読
み
取
れ

ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
だ
ち
追
加

画
面
に
推
移
し
ま
す
の
で
ぜ

ひ
お
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
友
だ
ち
登
録
を

コロナ禍に克つ運動をコロナ禍コロナ禍
　

会
場
の
エ
ル
シ
ア
タ
ー
入

り
口
で
は
検
温
と
消
毒
の
徹

底
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
受
付

担
当
者
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
着
用
。
場
内
も
密
を
防
ぐ

レ
イ
ア
ウ
ト
で
臨
み
ま
し

た
。

　

午
後
一
時
半
、
谷
口
副

委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で
開

会
、
議
長
団
に
溝
川
（
富
田

林
）
・
岡
﨑
（
都
島
）
・
井

上
（
守
口
）
の
三
氏
を
選

出
、
コ
ロ
ナ
渦
の
も
と
で
も

仲
間
の
仕
事
暮
ら
し
守
る
運

動
推
進
を
訴
え
る
谷
内
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
議
事

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

二
〇
年
度
経
過
・
決
算
報

告
お
よ
び
二
一
年
度
予
算
・

運
動
方
針
案
と
「
火
災
・
風

水
害
見
舞
」
「
傷
病
見
舞
」

給
付
を
拡
大
す
る
共
済
事
業

一
部
改
正
案
を
提
案
、
質
疑

応
答
で
は
、
代
議
員
か
ら
は

共
済
事
業
一
部
改
正
案
に
関

連
し
て
災
害
に
備
え
取
り
崩

さ
な
い
と
す
る
組
合
共
済
基

金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

決
算
報
告
・
予
算
案
で
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
が
取
り

組
め
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
多
く
の
前
期
繰
越
金
が

発
生
し
、
活
動
予
備
費
に
計

上
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
質
問
、
意
見
、
要
望
が
出

さ
れ
、
三
役
の
答
弁
を
経
て

報
告
・
提
案
す
べ
て
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
執
行
委
員

長
に
現
職
の
谷
内
邦
久
氏

（
堺
）
を
再
選
、
勇
退
の

谷
口
政
介
副
委
員
長
（
堺
）

に
代
わ
り
川
口
育
男
新
副

委
員
長
（
東
住
吉
平
野
）
を

選
出
。
書
記
長
に
柄
谷
浩
之

氏(

福
島)

、
書
記
次
長
に
谷

口
加
代
氏
（
都
島
）
、
会
計

監
査
に
七
田
幸
則
氏
（
寝
屋

川
）
、
向
井
至
氏
（
堺
）
を

再
選
し
ま
し
た
。

　

大
会
表
彰
で
は
「
現
代
の

名
工
」
受
賞
の
堺
・
作
本
博

昭
氏
は
じ
め
、
組
織
拡
大
、

機
関
紙
活
動
な
ど
組
合
活
動

に
貢
献
し
た
仲
間
、
支
部
の

名
前
を
読
み
上
げ
讃
え
ま
し

　
第
77
回
定
期
大
会
開
く

      

副
委
員
長
に
川
口
氏     東住
吉

平　

野

地
建
設
費
の
削
減
な
ど
、
コ

ロ
ナ
対
策
を
重
視
し
た
予
算

組
み
替
え
動
議
を
提
出
し
て

は
、
持
続
化
給
付
金
や
家
賃

支
援
給
付
金
の
再
支
給
な
ど

事
業
者
支
援
、
辺
野
古
新
基

壊
の
病
床
削
減
推
進
法
、
高

齢
者
医
療
費
二
倍
化
法
が
成

立
。
個
人
情
報
の
利
活
用
を

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
病
床
が
各
地
で

ひ
っ
迫
す
る
な
か
、
医
療
破

三
十
五
人
学
級
実
現
の
改
正

義
務
教
育
標
準
法
、
建
設
石

綿
給
付
金
法
が
成
立
。
世
論

促
進
す
る
デ
ジ
タ
ル
関
連

法
、
基
地
な
ど
の
周
辺
住
民

を
監
視
す
る
権
限
を
国
に
与

え
る
土
地

利
用
規
制

法
も
成
立

さ
せ
ま
し

た
。

　

一
方
、

　
悪
法
て
ん
こ
も
り
か
ら
脱
却
を

     

総
選
挙
に
向
け
て
政
治
を
チ
ェ
ッ
ク

た
。

　

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み

取
れ
ば
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
貴
重
な
回

答
・
意
見
を
あ
ら
ゆ
る
賃
闘

運
動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り

は
九
月
三
十
日
で
す
。

　

【
賃
金
対
策
部
】
賃
金
対

策
部
で
は
今
年
も
「
賃
金
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
、
四
月

末
組
合
員
数
の
二
割
を
目
標

に
集
約
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
﹃
建

設
労
働
﹄
六
月
十
六
日
付
号

外
と
し
て
配
布
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
も

回
答
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

︵

︵川口新副委員長のガンバロウ三唱で新執行部体制がスタート

た
。

　

続
い
て
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
・
大
会
宣
言
を
採
択
、
川

口
新
委
員
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ウ

三
唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

谷内執行委員長（堺）

川口新副執行委員長
（東住吉平野）

賃金アンケート
はこちらから



№ 1555　⑵（昭和 36 年 7 月 17 日第三種郵便物認可） ( 毎月２回、１・16 日発行）２０２１年７月 16 日号

が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。

・
資
格
取
得
の
報
奨
金
も
。

・
耐
震
診
断
員
の
登
録
と
耐

震
診
断
の
紹
介
、仕
事
に
関

わ
る
制
度
の
周
知
・
学
習
会

の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。

・
求
人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

向
け
て
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。ま
た
毎
月
第
三
木

曜
日
、弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
開
催（
要
予
約
、中

止
の
場
合
も
あ
り
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

し
、調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、建
設
業
法
第
41
条「
元

請
の
立
替
払
い
」や
賃
金
確

保
法
の
活
用
な
ど
、解
決
に

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が

組合費滞納
にご注意を

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

持続化給付金の申請サポート会も開催しました

  

首
相
に
ふ
さ
わ

  

し
い
発
言
を

•••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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Ｑ　

父
が
死
亡
し
ま
し

た
。父
は
生
前
、公
正
証
書

の
遺
言
書
を
作
っ
て
い
た

よ
う
な
の
で
す
が
、そ
の

後
認
知
症
に
な
り
、ど
こ

か
に
し
ま
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
よ
う
で
、み
つ
か

り
ま
せ
ん
。

　

何
と
か
し
て
遺
言
書
の

内
容
を
知
る
方
法
は
な
い

さ
れ
た
遺
言
公
正
証
書
に

つ
い
て
は
、日
本
公
証
人

連
合
会
が
一
括
し
て
遺
言

の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

平
成

元
年
以
降

に
全
国
の

公
証
人
役

場
で
作
成

ス
で
管
理
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

あ
な
た
が
法
定
相
続
人

者
の
氏
名
、生
年
月
日
、作

成
年
月
日
を
デ
ー
タ
ベ
ー

行
っ
て「
遺
言
検
索
」を
依

頼
さ
れ
る
と
、照
会
し
て

調
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

戸
籍
謄
本
を
用
意
し
て
、

公
証
人
役

場（
ど
こ

で
も
か

ま
い
ま

せ
ん
）に

き
ま
す
。

　

ど
こ
の
公
証
人
役
場
で

作
成
さ
れ
た
も
の
か
が
わ

か
る
と
、そ
の
公
証
人
役

場
に
出
向
い
て
、遺
言
公

正
証
書
の
写
し
を
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
き
づ
が
わ
共
同
法
律
事

務
所
）

　
認
知
症
の
父
亡
く
な
る

　

 　
公
正
証
書
の
遺
言
状
ど
こ
へ

中野さん  

10
月
か
ら
建
退
共
改
定

          

掛
金
日
額
と
運
用
利
回
り
が

て
て
き
た
掛
金
へ
の
運
用

利
回
り
は
、過
去
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
引
き
下
げ
は
さ
れ
ま

せ
ん
。積
み
立
て
中
の
掛
金

は
、そ
の
期
間
中
の
運
用
利

回
り
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

建
退
共
の
掛
金
日
額
の
引

き
上
げ
に
伴
う
退
職
金
額
へ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
も
、

通
常
運
用
利
回
り
が
見
直
し

さ
れ
る
五
年
間
で
比
較
す
る

と
、掛
金
十
円
の
引
き
上
げ

で
、年
間
で
二
千
五
百
二
十

円
の
掛
金
負
担
増
と
な
り
ま

す
が
、退
職
金
額
も
引
き
上

げ
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
一
年
十
月
一
日
か

ら
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

それでも
まだ有利

（
建
退
共
）の
運
用
利
回
り
が

現
行
の
三
％
か
ら
一
・
三
％

に
変
更
と
な
り
、掛
金
日
額

（
証
紙
）に
つ
い
て
も
、現
行

の
三
百
十
円
か
ら
、三
百
二

十
円
へ
十
円
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
数
年
来
制
度
見
直
し

の
検
討
が
続
け
ら
れ
て
き
た

こ
と
に
対
し
、全
建
総
連
は

制
度
内
容
の
大
幅
な
後
退
は

認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
し
て

き
ま
し
た
が
、長
く
続
く
超

低
金
利
や
建
退
共
全
体
の
運

営
状
況
を
受
け
こ
の
変
更
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

　

運
用
利
回
り
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
建
退
共
に
加
入
し
て

い
る
方
が
こ
れ
ま
で
積
み
立

超
低
金
利
が

運
用
に
影
響

さ
か
の
ぼ
っ
て
の

変
更
は
さ
れ
ず

　
【
住
吉
・
中
野
照
司
・
配

管
】ワ
ク
チ
ン
接
種
が
決

ま
り
、う
れ
し
い
気
分
と
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
遅
れ
に
対

し
腹
立
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。

動
で
、支
部
大
会
の
中
止
、

延
期
、支
部
旅
行
、運
動
会
、

メ
ー
デ
ー
、会
議
な
ど
中

止
が
続
き
、親
し
い
友
人
、

　

九
月
で
七
十
歳
に
な
る

自
分
。時
間
が
無
駄
に
過

ぎ
去
る
毎
日
に
眠
れ
な
い

日
も
多
く
、特
に
組
合
活

仲
間
に
会
え
な
い
こ
と
が

こ
ん
な
に
も
辛
い
こ
と
か

と
身
に
し
み
た
。　

　

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
込
ま

な
い
よ
う
に
と
気
分
転
換

で
出
か
け
て
も
、大
規
模

施
設
や
公
園
、イ
ベ
ン
ト

は
す
べ
て
中
止
。で
も
も

う
少
し
で
世
の
中
が
変
わ

り
、以
前
の
よ
う
に
な
る

こ
と
を
信
じ
、皆
さ
ん
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
で
以
前

の
生
活
回
復
願
う

幼
き
わ
が
子
の

純
真
さ
懐
か
し

　

【
大
東
・
金
子
一
洋
・
大

工
】
先
日
野
党
の
代
表
者
と

意
見
交
換
の
場
で
、
維
新
の

代
表
者
か
ら
「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
の
に
な
ぜ
都
知
事

は
何
も
言
わ
な
い
の
か
」
と

い
っ
た
よ
う
な
発
言
が
あ
っ

た
。

　

こ
れ
に
首
相
は
、
「
私
が

言
い
た
い
こ
と
を
言
っ
て
も

ら
い
う
れ
し
い
で
す
」
。
こ

れ
で
笑
い
が
お
こ
っ
た
。

　

首
相
よ
、
世
界
的
大
会
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
こ
と
で
、
国

の
代
表
者
で
あ
る
首
相
が
何

を
言
う
の
か
。

　

ま
た
国
の
代
表
が
東
京
都

知
事
に
対
し
て
物
を
言
う
こ

と
も
で
き
な
い
の
か
。
こ
れ

で
は
、
す
べ
て
の
こ
と
に
国

政
を
任
せ
て
良
い
の
か
と
不

安
で
な
ら
な
い
。

　

【
寝
屋
川
・
渡
辺
典
臣
・

内
装
】
か
わ
い
い
時
も
あ
っ

た
う
ち
の
長
男
の
話
で
す
。

　

お
正
月
に
家
族
で
映
画
を

観
に
行
く
の
が
、
う
ち
の
恒

例
行
事
だ
っ
た
時
が
あ
り
、

ま
だ
幼
か
っ
た
長
男
を
連
れ

て
、
「
ハ
ー
ビ
ー
／
時
計
じ

か
け
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
」
と

い
う
し
ゃ
べ
る
車
が
主
人
公

の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
を
観
に

行
き
ま
し
た
。

　

そ
の
帰
り
の
駐
車
場
で
の

こ
と
、
当
時
、
私
は
ト
ヨ
タ

の
Ｂ
Ｂ
と
い
う
車
に
乗
っ
て

い
て
長
男
は
こ
の
Ｂ
Ｂ
が
大

好
き
で
し
た
。
映
画
を
観
終

え
て
駐
車
場
で
「
Ｂ
Ｂ
も

し
ゃ
べ
る
か
も
し
れ
ん
ぞ
。

呼
ん
で
み
」
と
冗
談
半
分
に

言
う
と
長
男
は
「
Ｂ
Ｂ
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

す
か
さ
ず
ポ
ケ
ッ
ト
に
忍

ば
せ
た
キ
ー
の
リ
モ
コ
ン
で

ド
ア
ロ
ッ
ク
の
解
除
ボ
タ
ン

を
押
す
と
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ

が
二
回
点
滅
。
「
お
お
、
Ｂ

Ｂ
が
返
事
し
た
」
。
い
と
も

簡
単
に
信
じ
て
、
そ
れ
か
ら

乗
る
前
に
は
必
ず
「
Ｂ
Ｂ
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。


